
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

   ９月１４日、「第３回おこっぺ街中（まちなか）マルシェ」が開催され、興部 

支署では「消防体験広場」と題し、消防車両の展示・体験乗車、消火器体験、煙 

体験などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

ガソリンは、私たちの日常生活になくてはならないものと 

なっています。しかし、ちょっとした不注意が思わぬ事故に 

つながるおそれもあります。 

それを防ぐ第一歩は、ガソリンなどが持つ危険性を理解し 

安全な取扱方法を身につけておくことです。 
 

 

性 質 

危 険 性 

①極めて引火しやすい。（引火点はマイナス 40℃以下。） 

②揮発しやすく、気化したガソリンは空気より約 3～4倍重いので、 

低所に滞留しやすい。 

③流動など（容器を激しく揺らすなど）の際に静電気を発生しやすい。 

注 意 点 
①火気を近づけない。 

②火花を発する器具を使用しない。 

保管方法 

①保管場所の通風と換気をよくする。（夏期においてはガソリン温度 
が上がり蒸気圧が高くなる可能性があるので特に注意が必要。) 

②冷暗所に保管する。 

③容器は密栓する。(パッキンの劣化、キャップの締め忘れなど、注入 
 口からの漏れに注意する。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灯油用ポリタンクにガソリンを入れることは大変危険です！！ 

消防法令でも規制されています。 

 

Ｑ．ポリタンクだとなぜ危険なのか？ 

Ａ．容器が膨張し、開栓時に噴出する危険性がある 

容器が溶け、ガソリンが漏えいする危険性がある 

静電気が発生しやすく、引火の危険性がある 

ガソリンの貯蔵に適した容器の例 

(金属製容器であることが必要) 

ガソリンの貯蔵に適さない容器の例 

 


